
議
案
提
案
権
活
か
し
「
学
校
給
食
費
無
料
化
条
例
」
提
案

小
田
桐
た
か
し
議
員

６
月
９
日
（
木
）

午
前
11
時
頃

１
、
環
境
政
策
の
充
実
に
つ
い
て

①
税
や
保
険
料
の
各
種
納
付
書
を
送
付
す
る
窓
あ
き
封
筒

を
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
つ
い
て

①
選
挙
公
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

②
化
学
物
質
過
敏
症
に
係
る
広
報
に
つ
い
て

３
、
流
山
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
つ
い
て

４
、
特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て

５
、
民
生
（
児
童
）
委
員
に
つ
い
て

①
流
山
市
の
人
口
１
万
人
当
た
り
の
民
生
（
児
童
）
委
員

の
人
数
は
県
内
52
位
だ
が
、
現
状
に
対
す
る
受
け
止
め
、

打
開
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

６
、
公
共
施
設
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

①
「
ひ
よ
ど
り
学
童
ク
ラ
ブ
」
他
公
共
施
設
の
雨
漏
り
や

外
壁
塗
装
の
剥
が
れ
対
策
な
ど
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
現
状
を
ど
う
把
握
し
、
施
設
管
理
に
活
か
し
て

い
る
の
か
。

７
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

①
国
の
交
付
金
や
市
財
政
を
活
用
し
、
保
護
者
の
負
担
を

増
や
さ
ず
、
給
食
内
容
の
維
持
・
向
上
、
地
産
地
消
等

を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

６
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
頃

１
、
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
問
う

①
高
齢
者
の
生
活
実
態
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②
介
護
現
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て

ア
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
拡
大
は
、
本
市
の
介
護
施
設

や
在
宅
介
護
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
。

ィ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
介
護
職
員
の
労
働
実
態
と
人

手
不
足
は
ど
う
変
化
し
て
き
た
の
か
。

ウ
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
介
護
報
酬
の
上

乗
せ
特
例
措
置
、
お
よ
び
「
月
９
千
円
の
賃
金
改
善
」

た
め
の
コ
ロ
ナ
特
別
補
助
の
市
内
事
業
所
に
お
け
る

実
施
状
況
に
つ
い
て

③
運
転
免
許
の
返
納
に
際
し
、
タ
ク
シ
ー
券
の
支
給
な
ど

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

２
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

①
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

は
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
の
か
。

②
令
和
５
年
度
の
国
保
料
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ
は
行
う

べ
き
で
は
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か
。

３
、
南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
平
和
台
１
丁
目
に
お
け
る
開
発
計
画
に
つ
い
て

ア
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
め
ぐ
る
都
市
計
画
決

定
終
了
後
の
経
過
に
つ
い
て

植
田
和
子
議
員

６
月
９
日
（
木
）

午
後
２
時
頃

１
、
指
定
ご
み
袋
制
度
導
入
の
撤
回
と
環
境
対
策
に
つ
い
て

①
指
定
ご
み
袋
の
導
入
は
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
２
か
月
が
経
過
し
た
が
、
指
定
ご
み
袋
導
入
の
効
果
、

お
よ
び
課
題
に
つ
い
て
、
当
局
の
評
価
・
認
識
を
問
う
。

③
市
民
の
合
意
・
納
得
は
広
が
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

④
市
民
の
く
ら
し
に
と
っ
て
、
指
定
ご
み
袋
の
導
入
で
良

く
な
っ
た
と
言
え
る
こ
と
は
何
か
。

⑤
指
定
ご
み
袋
は
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法
」

の
目
的
・
趣
旨
に
適
応
し
て
い
る
の
か
。

２
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

①
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
に
対
す
る

差
別
や
偏
見
を
な
く
す
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

ア
、
本
市
で
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

イ
、
性
別
欄
を
設
け
な
い
申
請
書
等
の
見
直
し
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
本
市
も
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け

て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
男
女
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
、
政
府
も
本
格
的
に
動
き

始
め
た
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
さ
ら
に
前
向
き
な

取
り
組
み
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

市
議
団
事
務
所

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

議
会
事
務
局

７
１
５
０
ー
６
０
９
９

会

期

６
月
２
日
～
22
日

22
日
間

（
議
案
14
件
、
請
願
・
陳
情
11
件
、
発
議
７
件
）

６
月

２
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

７
日
（
火
）
～
10
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

13
日
（
月
）
総
務
委
員
会

14
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

15
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

16
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

22
日
（
水
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択

国
連
憲
章
を
真
っ
向
か
ら
踏
み
に
じ
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略･

･
･

。
戦
争
か
平
和
か
ー
い
ま
日
本
の
進
路
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
急
激
な
物
価
高
が
く
ら
し
を
直
撃
し
、
国
民
か

ら
大
き
な
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
憲
法

９
条
を
活
か
し
た
平
和
外
交
、
物
価
高
騰
か
ら
生
活
ま
も
る

「
や
さ
し
く
強
い
経
済
」
へ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
議
院
選
挙
直
前
に
お
こ
な
わ
れ
る
６
月
議
会
。
日
本
共
産

党
は
、
議
案
提
案
権
を
活
用
し
「
学
校
給
食
費
無
料
化
」
条
例

を
提
案
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
い
ま
だ
収
束
せ
ず
、

市
民
の
暮
ら
し
や
営
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
が
、
市
民
生
活
を
苦

し
め
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
や
市
財

政
を
活
用
し
、
市
民
の
願
い
実
現
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
全

力
を
つ
く
し
ま
す
。


